
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第３教区第７９番西松寺        

住所：福島県伊達郡国見町大字西大枝字古舘３５ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡が半壊し、その他の建物が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 
・放射能汚染の影響があるが、寺院所在地の放射線量は低いと考えている。 

・余震による被害の拡大の不安を抱えている。 

檀信徒の現状 
・放射能汚染の影響により避難を強いられている檀家があったがほぼ戻っ

た。 

地域の現状 
・農作物への風評被害がある。 

・放射線量が下がり、安心が増した。 

復興の状況 

・５割程度復旧が進んでおり、３年以内の完了を目指している。 

・地盤整備や建て替えが必要なため、完全復旧はできない。安全を確保でき

るレベルの復旧を目指している。 

・９月から本堂の改修工事（耐震化はできず）に取り掛かるが、続く余震で

被害も拡大しており寺院運営への負担が減らない。長い目での支援をお願

いしたい。 

（H25.9.19現在） 

 

  

 

左の写真は本堂の歪み矯正作業中のもの。仏像、仏具等を移動し、畳をあげてジャッキアップし

位牌堂部を上げて歪みを矯正中。（右写真の土台部に隙間が発生）今後、壁、天井、屋根裏の構

造補強と臍の抜けの対策を実施していく。（H25.8.25撮影） 


